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緒 言

医薬品の適正使用が推進されるためには､ 医薬品の品質・

有効性・安全性に関する情報が医療関係者に正確に伝達さ

れることが必須であり､ 適正使用のための情報が集大成され

たものが添付文書であるとされている１)｡ 添付文書には､ 有

効かつ安全な薬物療法に必要な情報､ 調剤上必要な情報な

どが網羅されていなければならないが､ 実際に利用する上で

多くの不備が指摘されているのが実状である｡ 医薬品適正使

用のための添付文書情報を充実させていくことは重要である｡

医薬品の包装形態に関する情報は､ 医薬品購入の際に必須

であり､ コストベネフィットに影響する｡ 各製剤には種々の

包装形態があり､ 例えば､ 錠剤でも 100 錠包装､ 1000 錠包

装､ 2100 錠などがあり､ さらに 100 錠包装でも PTP 包装 10

錠×10 シート包装もあればバラ錠包装もある｡ 医薬品購入

の際には各々の薬局の規模､ 設備､ 調剤方法などに最も適し

た包装のものを購入する必要がある｡ 特に一包化調剤のため

のバラ錠包装の有無､ ウイークリーシートの有無などは必須

情報であるが､ 最も基本的な情報源である添付文書を検索し

てもこれらの情報が得られないことが多く､ 新規採用薬の発
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